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社会関連会計から環境会計へ
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マシューズ (M. R. Mathews) は，近着の論稿において，この25年間の社会関連会計・環境













( 1) M. R. Mathews , Twenty-five years of social and environmental accounting research : is
there a silver jubilee to celebrate? , Accounting, Auditing & Accountability Journal , 10-4 




































































( 3 ) 例えば，拙著『環境会計の構築一一社会関連会計の新い3展開J 白桃書房， 1996，同『付加価
値会計の研究J 有斐閣， 1984および同『社会関連会計の展開』森山書店， 1986など参照。














































の時期を区分している。第 1 期 (1971-1980) ・第 2 期 (1981-1990) ・第 3 期 (1991-1995)
の暦年による区分であるが，その場合，サッチャ一政権 (1971-1989) と， r ピアース・レポー




の発表や，包括的環境責任補償法 (CERCLA ， 1980) ，スーパー・ファンド法 (SARA ， 1986) , 













( 5 ) Cf.D. Pearce et al., Bluゆrint (1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5) , 1989 -1996 
( 6 ) Cf. M. R. Mathews , Twenty-five years of social and environmental accounting reｭ
search: is there a silver jubilee to celebrate? Accounting, Auditing & Accountabiliか
Journal , 10-4 (1997) 
( 7 ) Cf. S. Burchell , C. Clubb , A. G. Hopwood , Accounting in its social context : towards a 










第 2 時代区分 (1981-1990) においては，環境開示が活発となり，この時代の前半では社会
関連会計の精織化，後半では環境会計への関心の高まりがみられた。また，規範論的研究は環
境会計の領域に集中し，経験論的研究は叙述的分析から分析的アフ。ローチへと進み，批判的文






(1)第 1 時代区分……①「実証研究j においては，まだ理論的方法論は固まっておらず， íイエス・
ノウ」分析が中心であり，代表的文献としては， Ernst & Ernst (1972 -78) がある。②「理論
研究」では，まだこの時期では社会関連会計・環境会計というテーマを特定しての研究ではな
いが，多くの文献が発表されている。代表的な文献としては，周知の Dierkes (1977) , Dilley , 









から環境会計への発展を説く彼の提案 (Ma出ews ， 1984) が重要であるという。また，方法論
議論としては， Parker (1986) や Gray (1988) などの研究があり，前者では会計人が関与する
範囲が問題とされており，後者では社会契約論・組織正統性理論の借用が行われている。③「批
(8) Cf. K. Gibson , Courses on environmental accounting , Accounting, Audi五'ng & Accountｭ
abiliか Journal， 10-4 (1997) 
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判的文献J としては，企業倫理や会計職業，工場閉鎖などが問題とされ， Cooper , Sherer (1984) , 
Laughlin , Puxty (1986) , Puxty (1986) , Tinker (1985) などの文献が代表的なものであり，
④「その他の文献J としては，社会契約論や環境問題，エコロジーやサステーナビリティ，さ
らには環境経済学などの文献が登場し， Gray (1990) の文献が代表的である。また，テキスト
としては， Gray (1987) , Parker (1989) や前述の Gray (1990) などの文献が発表されている。
(3)第 3 時代区分(1991-1995) ……①「実証研究J としては， AAAJ 雑誌で環境問題の特集 (1991)
が組まれ， Adams , Roberts (1995) の環境情報開示に関する実証や， Harte , Owen (1991) , 
Roberts (1991 ， 92) の研究などがあり，環境開示や環境監査の発展がみられる。②「理論研究J
の領域では，サステーナビリティの思考が全面に出され， Gray (1992) , Bebbington (1993 ,94) 
の文献などが出版され，また，方法論議論としては， Owen (1992) をはじめ， Gray , Collison 
(1991) などが発表されているが，この時期では，サステーナビリティや環境監査などが中心
で，さらには，管理会計への適用も試みられている (Stone ， 1995)。また，③「批判的文献J と
しては， Parker (1991) , Puxty (1991) の論争をはじめ， Tinker (1991) による反論などが出
され，④「その他の文献J としては，経営管理・経営戦略領域への発展，環境管理システム (E
MS) についての文献が出版されており，代表的文献としては， Gray (1993) をはじめ， Mathews
(1993) , Owen (1992) , Perks (1993) , Rubenstein (1994) などカfある。
以上，最近25年間における社会関連会計・環境会計の文献について，マシューズの所説によ
って要約してみたが，その後(1995-)においては，例えば， Gray et al. (1996) , Bebbington 
(1996) などが出版されており，また環境経済学の分野でのピアースの一連のシリーズ研究も











であった。③そして，第 3 期は， r発展」の時期であり，環境会計が引き続き進展し，批判的文
献も多く出版されているが，規範論的研究や方法論議論の成果には乏しく，環境管理や環境監
(9) R. Gray , D. Owen , C. Adams , Accounting & Accountability-changes and challenges in 
coゆorate social and environmental y，ゆorting， 1996; J. Bebbington , 1. Thomson , Business 
































分析が必要であること。⑥さらには，制度的なかかわりのーっとして，例えば， ISO や EMAS
をはじめとする「環境管理・監査スキームJ への環境会計理論からの提言などが重要であると
(10) M. R. Mathews , op. cit., pp. 505-6 
(11) もっとも，アダムズの批判もある。 Cf. C. Adams , Articles Review , Social & Environmental 




































































(14) Cf. WCED (UNEP) , Our Common Future , 1987; なお次稿では， r企業活動はサステーナ
ピリティと矛盾しないj という企業の見解がアンケート調査で述べられている。 R. Gray , J. 
Bebbington , Accounting and the Soul of Sustainability , Pa，ρer ρresented at APIRA 98 in 
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[補記]
最後に，イギリス・オーストラリアやアメリカの大学で多く使用されている，社会関連会計
や環境会計の標準テキストについて，キブソン (K. Gibson) の調査にもとづいて記しておく。
(18) K. Gibson , Courses on environmental accounting , Accounti:昭， Auditi:昭 &Accountability 
































• R. Gray , D. Owen , K. Maunders , Cor?rate Social Repo吋ing-Accounting and Accountｭ
ability, 1987 (水野・向山・園部・冨増訳『企業の社会報告一一合計とアカウンタビリティ』
[山上監訳]白桃書房， 1992) 
(19) K. Gibson , op. cit. , p. 584 
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• D. Owen , (ed.) , Green Rゆo幼ing-AccountanのIand Challenge 01 the Nineties , 1992 
(ダンディ一大学，シェフィールド大学)
• R. Gray , The Greening 01 Accountancy-The Pro.危ssionafter Pe.arce , 1990 (菊谷・向山・冨
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(ダンディ一大学)






つの要素として考えられる」と述べ， r権威のしもべj としてよりも「変化のリーダーJ として
行動することが重要で、あると結んでいる。
(21) K. Gibson , op.cit., p. 587 
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